【20××年度　研究委員会成果／経過報告】

研究委員会名　報告書（明朝，ボールード，14ポイント，中央寄せ）

（一行あける）

人間－生活環境系学会・委員会名（明朝，11ポイント，中央寄せ）

　本文（明朝，9ポイント，両端揃え）の章構成は，以下に示すように，１．委員会設置の目的，２．委員会の構成とメンバー，３．研究成果報告，４．おわりに，謝辞，５．参考資料の順とする。

１.委員会設置の目的（ｺﾞｯｼｸ，10ﾎﾟｲﾝﾄ，中央揃え）
　委員会設置の目的を示す。

２．委員会の構成とメンバー
　委員会の構成とメンバーについて示す。
３．研究成果報告
　これまでの研究成果について，以下のように示す。なお，節のタイトルと本文の間は1行空ける。
3-1　活動経過（ｺﾞｯｼｸ，10ﾎﾟｲﾝﾄ，左揃え）
　3-1節は「活動経過」とし，これまでの研究経過の概要について示す。

3-2　○○○･･･

　3-2節以降は，各研究委員会の研究成果を節に分けて具体的に示す。各節のタイトル，構成は自由とする。なお，日本語以外の言語による研究成果を有する場合には，成果として使用した言語での報告でもよい。引用文献等を示す場合には，本学会・和文誌投稿規定に従うこと。
４．おわりに
　研究活動の総括，および今後の方向や展開について示す。

謝辞　研究を実施する上で協力を得た人（団体）に謝意を表明する。特に，他の団体からの研究助成によっても研究が行われた場合には明記すること。

５．参考資料
　参考資料を示す場合には「５．」とし，参考資料の記載法は本学会・和文誌投稿規定に従うこと。
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